
令和８年度 
第2回 国内英語イマージョンプログラム+PLUS 

 

1. プログラムの目的 

国内英語イマージョンプログラムでは、ネイティブスピーカー講師の指導による英語づけ（immersion=

没頭・浸すこと）の生活環境により英語の実践能力（会話力、ディスカッション力、聴解力）、及び国際理解

力の向上を目指します。 

今回は、留学生と日本人学生が、文化的背景の違いを越えて、対等に協働する要素をプラスした、単な

る英語学習を超えた協働を目指す、一泊二日の学習プログラムを実施します。英語を得意とする学生も日

本語を得意とする学生も、全員が対等な立場で活動します。その中で、英語で自分の考えを伝える力、相

手の考えを理解する力、異なる背景や考え方を持つ人と話し合いながら課題に取り組む力、そして自ら積

極的に活動に関わる力を身につけることを目指します。 

 

2. プログラム内容 

英語をコミュニケーションのためのツールとして使い、仲間と意見を出し合いながら、一緒に課題に取り

組む学習を行います。今回は、「英語アクティビティ」と「協働学習」の二つを組み合わせることで、英語を

使う力だけでなく、他者と対話しながら考えを深めることを目指します。 

まず「英語アクティビティ」では、英語を使ったさまざまなゲームや活動を通して、英語を話すことへの抵

抗感を減らし、間違いを恐れずに英語を使う自信を身につけます。次に「協働学習」では、留学生と日本

人学生が少人数のグループになり、さまざまな社会課題について、「何が問題なのか」「どのような解決方

法が考えられるのか」を話し合います。ここでいう「協働」とは、一人が教えたり、誰かに任せたりするので

はなく、一人ひとりが自分の意見を出し、相手の考えを聞き、異なる意見を調整しながら、グループとして一

つの提案をつくり上げていくことを意味します。 

今回はTA（ティーチング・アシスタント）を置かず、英語を得意とする学生も日本語を得意とする学生も、

全員が対等な立場で活動します。 

 

３． プログラム期間  令和８年11月7日(土)～11月8日(日) （一泊二日間） 

４． 募集人数  学生１２〜１４名 

５． 応募条件  全学部生、大学院生、留学生 ※応募者多数の場合は、学部生を優先します 

６． 参加費用  無料 

※鳥取キャンパスまでの交通費は各自負担 

※宿泊費は大学が負担します。ただし、参加者の都合により直前にキャンセルされた場合、発生したキャ

ンセル料を自己負担していただくことがあります。 

７． 研修場所 

鳥の劇場（鳥取市鹿野町鹿野1812-1、https://www.birdtheatre.org/birdtheatre/ ） 

※研修場所間の移動は大学バスを利用する 

８． 宿泊場所 

Guest House 砂縁（鳥取市浜坂1157-115、https://cycling.glamping-tottorisakyu.com/ ） 

※お風呂・トイレは共同で利用します。夕食および朝食は、大学で用意します。 

https://www.birdtheatre.org/birdtheatre/
https://cycling.glamping-tottorisakyu.com/


９． プログラムスケジュール  ※時間については変更する可能性があります。 

 時間 プログラム 具体的内容・候補 

Day 1 

08:20 集合 キャンパス集合、出欠・体調確認 

08:30 バス移動・オリエンテーション 目的説明、English-only policy、Speed Networking 

09:15 到着・開会、英語アクティビティ１ 2 Truths and 1 Lie、Gesture game 

10:15 協働学習 Workshop CL テーマ提示、グループ分け 

10:45 英語アクティビティ２ 鹿野町クイズラリー（約１時間） 

12:00 昼食  

13:00 英語アクティビティ３ Hot Seat、Fun Facts 

14:30 協働学習 Workshop 最終発表の構成づくり 

16:00 移動・チェックイン バス移動、ゲストハウス砂縁でチェックイン 

18:00 夕食 食事、休憩、交流 

19:30 英語アクティビティ４ Camp fire: 英語で活動 

20:30 1 日目終了 翌日の予定確認 

Day 2 

07:00 Morning Walk ※雨天時変更あり 

08:00 朝食 朝食、出発準備 

09:00 移動 Bird Theater へ移動 

09:30 英語アクティビティ５ Dancing and Singing 

10:00 協働学習 Workshop グループで最終発表を完成させる 

11:30 最終発表リハーサル 発表練習 

12:00 昼食  

13:00 最終発表リハーサル 最終発表調整 

13:30 最終発表 最終発表、フィードバック 

14:30 Closing & Reflection 閉会、振り返り、学びの共有、アンケート回答 

15:30 出発・まとめ 大学到着（16 時予定） 

 

１０． 講師 

・ 大谷ショーン（オーストラリア出身） 
・ マイケル・ムラー（オーストラリア出身） 
・ Dr. Jhordan T. Cuilan (フィリピン・ベンゲット州立大学教員) 

１１. 引率教職員 

鳥取大学教員4名、職員2名 


